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抑こ鶴していただきたりこと(強の加に 10 ず祝りくださ W 


この取あ説明書および製品への表示では、製爲をををに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産 
への損害を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいまず。その表示と意味は巧のよラになっています。 
的容をよく理辭しでから本文をお読みください。 




告 (WARNING) 


ガソリンお禁 

巧ソリンなど揉発性の富い姓は、給巧に使巧しない 
で < ださい。 

乂裝の原因になりまず。 


の乾燥厳禁 

巧類などのを燥には使巧しないでください。 
巧類び落下しで乂がつき、乂災の原因に 
なります。 

温諷吹出口をふさびない 

巧類、紙などで温風の出□や空気取入 □ 
をふさびないでください。 ジ 

巧類、紙などでふさぐと、乂ぶの原固に/ 
なります。 
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スプレー吿が禁 

スプレー生や力じットこんろ巧ボン M 
ベなどを、温風のあたるところに放う 
長しないでください。 ^ 

熟で生の圧力力*上力*り、爆発しで危険でず。 

を巧点巧の実施 

ち巧の （2 年に1◎程度）に点検*整僞 
を奪けでください。 

おおを受けすに長期間使巧し続けると、 

が障や事故の原因になり危おです。点巧， 
整備はお買いホめの販売店や資格者のい 
る店に依頼しでください。 


::画一 
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給排お筒外れを険 

おが気窗（管、ホース）び外れたまま使巧 
しないでください。 

外れでいると運輯中に排巧スび室巧じち 
れで、危巧です。 

給が気筒トップ閉そく危験 

おが気筒卜、ジブの固りび雪でふさがれた 
ままで使巧しないでください。ふさがれ 
でいるとぎは、除雪しで < ださい。 

また、板などによる「雪画い J は給が気 
の妨げになるのでおやめください。 
a そくしでいると運転中にが巧スび室内 
にちれで、ちおです。 


給排気筒トツプにはを網などは付けない 


おが気筒トツプには、をよけのための金 
網などは巧けないでください。 

おが気の巧げになり、異常燃焼を起こし 
が乃スが窒巧に漏れる可能性があり危険 
です。 


ご自身での据え付け-移設工事の厳禁 

お客さまご白身による工事は危険です。 妊化； 
提え付け工事は販売巧や専 P 弓業者にご 
依賴ください。 巧^§ 

(ストーブを移設させる場含ち同じです。） flOTK' 






A を意 (CAUTION) 


力ーテン.可燃物近を禁止 

カーテンや燃えやすいものを®ブけない 
で < ださい。 

火災が発をするおそれびあります。 

巧燃物との雜隔お難についでは標華据え 
巧け例 （14 ページ）を参照しでください。 



異常時使巧禁止 

巧一異常を感じたときは、使用しないで 
ください。 

異常燃焼のおそれびあります。 












給油時消义 

給ミ由は、必す消乂しでからおこなつ 
でください。 

乂災のおそれびあります。 



高温部接触禁止 

燃焼かや消乂直後は、温風吹出□や給が気筒、給が 
気筒トップなど畐温部(こ寺などふれないでくださし、。 
やけどのおそれびあります。 



温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

お温やけどや脱水症がになるおそれがあります。 
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電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを巧さ、ほこり及びを属物を 
除ちしで <ださし、。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり乂がの原因じなり 
ます。 



分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 




腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上じのつたり、腰をかけたりしないでください。 

機器の®障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧ぴんや水を入れたちのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故慎のおそれがあります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブや 
給排気簡には床暖房用の熱交換器などを巧0はけな 
いでください。乂ぶや排乃スび室のにちれる原園となり危険です。 
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ロミ由の保管 

な巧は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰がを 
避けた揚巧に保管しでくださし、。 

ガソリンなどといつしよに保管しないでくださし、。 
誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれか> あります。 



変質灯油禁止 

変質な油、不純巧巧（巧れたな油、水の混じってし、 
るな油など）を使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれわ< あります。 
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指や棒を入れないで 

温風の出□や空気取入□などに指や異物を入れない 
でください。クガや乂災の原因になります。 
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電源コードを傷めない 

電源コードに無理なたをり日えたり、物をのせた 
りしないでください。また、電源プラグを巧く 
とぎは、コードを持つで引 g 巧かないでください。 
乂災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコン t ントじ根元まで確実に差し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるん 
だコン t ントは使巧しなレでくださし、。 

乂ぶの原因になります。 

めれたまでの巧さ差しはしないで<ださい。 
感電の原因になります。 



ネリめてお使いになるとをのミ主意 

ネリめでお使いになるときは耐熱達料など力*焼き付く 
まで煙と臭いが化まず。しばらくの間、窓をあけで 
部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やか動物などに養ミ響する揚含び考えられますので、 
この間は部屋に入れないでください。 



給排気筒が近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップの近くに、な油や巧燃 
物など引义のおそれのあるちのを置か 
ないでくださし、。 

乂ぶのおそれがあります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期聞使用しないとさまたは保管するとさは、必す 
電源プラグをコン t ントから燕いでくださし、。 

乂災やず想しない事巧の原因になります。 


を 


油漏れ確認 

巧タンク- 3ム製送浦管-接含部およ 
び機器などからの灯泌漏れびないこと 
を確認の上ご使用ください。 

なミあび漏れでいると乂災のおそれがあ 
ります。 



国な用する場所 


ストーブをままに使巧するためには、お巧の還定び大のです。 


安全に使用ずるために 効果的に使用ずるために 


•マントルピースなどには据え1すけないでください。 
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♦ 標高び100 Om を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度ろで薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 




♦冷気の入つで<るち向、例えば窓側な 
どに置くと、冷気びストーブで暖めら 
れでが流しまずので、効果的です。 
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• 部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 
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■ タイ7—運あずるときに巧します。 
タイマーを弦かはタイマーランプ(巧)び 
点なしまず， 


タイマー 


室の違 S 


仰 S 側ぶ 


(?y 18 


B 巧 3K 


•な父-消火するときにがします。 

1回巧すと運転ランブ(巧)がな巧しな义 
拉たじ入0ます。 



表巧の振 


I 乂乃を巧みに一をに臣 
1固巧ずとかか乂カス 
ヴ用なしまず， 

再 a 巧ずと巧み邏拓た 


• 1回巧すと它ーブランス敵がなりしたーブ 
廷あじ入0ます， 

再度巧すと、 t —ブ*巧は巧巧されます， 


微か 




•巧をサーモスタット(巧巧） 


巧をサーちスタ Oi 巧上） 
-プリント e な巧 

-巧说リング(巧巧） 

-ノブル(巧巧》 

-，巧ポンプ 

-定巧面巧 

-巧■呂動お义装 ■ 


操作部 




I 操ホが-巧み衍 


— 


•巧琉フアン刀ード 


抑吹出 □- 


前面方ード • 


ガラス円巧- 


巧バネル ■ 


構造図 



通転ボタン 


ちな!おふた 


定巧面 SU 它ット 
ポタン 


ルームサーモ 
本巧固定を貝 


巧巧■なけ巧巧巧 

リ-ド» — 


コム•口 • 


>巧コード， 


■ 巧巧巧ち風が 


‘ェ J レポ田定を具 


•ストツ/ X — リング 


•ちが巧《 


-巧巧巧ま甩巧 


•巧巧 ホース 


各部の名赖 

か觀図 


巧熱器(巧な）’ 


反がお- 細 

スケルトン-~™™- 

ポットバーナ(巧曲）- 

{巧巧室） 

フ レー ム □ッ ド*- 

トランス— 

ボットヴー5スタ(巧巧》- 

な义ヒータ(巧巧）- 

扁义ネット(巧巧）一 
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表示部の名妳と働き 


日をずるとさじ巧します。 
?が焼しがみランプ(お） 

t 巧巧されまず。 




■巧を時刻とタイ7—時刻をち • お定ぷ度をまえるときに巧し 
わせるときに巧しまず。 まず。 

〔時]……時させ 离……を定涵度を上ける 

[み】••…分させ ほ……おを通ちを下げる 


飄 


m 

、心 


霉耗で'^^*^"?"^^式"^を… 


3ご定温を立の.為お 
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豚粟！!^類 


:瓦巧ち术 

左測：おま温度を示り〇で、15で〜巧で） 

ろ側：を巧温ち表示 （0 で〜 46‘ C ) 

がみさお時はおを通度表示部消打___ 

規巧時刻、時刻含せ表示 

時れさせ巧示おな：規巧時刻（時肝》た〕□ンなな) 

時おさせ表示なな：時刻させ 

(巧)午前8時30分に時刻をじツト___ 

タイマー時刻、タイマーをせま示 

タイ7-ちせを示消打：タイ7-時刻(時础作 ] □ン削 J ) 

タイ7…ちせ庚示な打：タイ7■■ちせ 

(巧)午前6時30分にタイマー時刻をじツ K _ 

拓着ま示（モニターサイン） 

(网）友示：巧 B 宜動お义ち■のた動 


齡沾さ巧 

--CL 

•一 こし 巧示 

のめで«巧ブラグをコン t ントじ舍しこんだ 
巧さや ffB を再巧 S されたとさ。 

路 3 S S 触度 

時かさわせをしでいないとぎじ表示されます， 

胎 3 飄 S 巧巧属 

n 

室 巧 SA 

•む■巧示：チャイルド□ックのじット表示 
通巧ボタンを巧しでちな义しません， 
ca 表ホな巧） 

•巧示なし 

ちぶプラグび J ンたントに是しこまれでない， 
ををサーモスタットの巧の直を。 
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固使用前の準備 

燃料 

燃料は必ずな消 (J に1育む油）を使巧しでください。 

ガソリンなど揮おなの高いおは、义災の原因にな0ますので絶巧に使巧しないでくださし、。 
•。ミ^^を^変質な巧、ミ弓れたの巧、がのミ昆じっている巧巧などは、お巧に使巧しないでください。 

巧巧は、必ず乂気、兩水、ごみ、高温及び直射日光を避けた場所に巧舊しでください。 


爆) 


ミロ 油 ^ 

■給油の際のま順と注意 



おミ由器具 
絵姐□ふた 


ミ由呈計 


巧タンク 
送ミ巧バルブ 
かグ-ジ 
水抜さパルブ 


♦ 送ミをバルブを聞じで給ミ宙己ふたをはすし巿販の給ミ由器具でなミ宙を給油しでください。 

巧量計の舒が「満」をさしたら給ミ巧をやめでください。 

♦給油□ふたを必すちとどおりじ締めでください。 

•給ミ巧の麟に、が、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しでください。 


■給油口ふたは、確実に締めでください。 
■こぼれた：な油はよくふきとつでくださし、。 


■燃料切れのミま慧と空気巧妾の方を 

巧タンクを空にしないよラにを意しでください。 

•油タンクをいったん空にしますと、送油経路のに空気びたまり、正常に送油びできなくなることびあります。このよ 
ラな場含には;欠の 111 員摩で空気抜きをしでください。 

1 . 油タンクに給油します。 

2 . ストーブの U ム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3 . U ム製送油管から油び運続しで流れ出ることを糖かめでから3ム製送油管をちとどおりス 
卜ーブに取り巧けます。 

(油びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 



点乂前の準備と確認 

■安を装置の它ジト、取扱上のま意 


定巧面器のたット 

♦ネ乃めで健用するときや、シーズンネ刀めには、ストーブち側面の丸巧のがに指を入れ、定ミ曲面器リ t ットボタン(ホ色) 
を軽 < 押し下げでください。 



卽鐵鑛歸論謡藉お i お!' 
ミ!!^!簡難麵簡爾麵 ii .’ 

れ^^。.’1。,卜かむ，が地〜‘ 


峭ず畴鄉脚辦が 


■送油経路の'ぶちれの確認 

•ミをタンクや送な管の接含部などから巧ちれ力すないかどラか確認しでください。 


■霉気配線の確認 

弯源プラグをコン忆ントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 

• 電源コードが給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


薩鱗晒誦圆!麵譲; 

ィ韓おがが 巧蠻韓甸 斬が 辨 •/ 斬 橋ち お啤講 ちが おお夕销ち龄；巧^^^^^^ 





使用方法 OS い方) 

の解除 


巧作部の I チャイルド□ック 1 ボタンを3巧な两に3回がしてくだをい。 

チャイルド 

^ デジタル表示が巧のように変わります。 

デジタル表示 デジタ J 语示 


点义操作をおこなつてください。 


r 產お I ポタン巧巧して < ださい。 
* 板入/の （ぅ 


遠括ランブ(ホ)た*点のし、自動のになのよラに運15(ホ備燃焼-本燃焼）しまず。 
(デジタル表示び温度表示じなります。） 



Dl を!ポタンを巧す 


•逢おランプな巧 I 

•温度表示点な 
♦燃焼巧を風備まわる 


>ル液*流出 
>巧流巧を弦備まわる 


♦殺定遍度と部屋のが 
況に応じた乂力じな 
る 


予備燃焼 
•〇〜6分 . 


中义力 


•本燃焼 


- (§巧巧転) - 

※予備燃焼を約2,5分間、乂では中乂力になります。 


室温の調節 
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クイック微少運振 

•室温に関係なく、乂でを微少乂で一定で運捉できます。巧のよラに操作しでください。_ 


[1^ ボタンを押してください。 

を_ 微かランプび点なし、乂でび微かに設定されます。 

口^ \ • 微少運敲を解陈するときは m ] ボタンまたはボタンを巧しでください。 

( 厄ーブ1ボタンを巧した場合は、 t — ブ運おを開始しまず。） 

微かランプび消灯し、解除されます。 

； * たみ〜、1 ♦ [ f 承]ボタンび巧しであれば、点火後本燃焼になると微か火力で連続して運感します。 



■炎のが態 

• おのが態は青い炎の中に、いくらかの黄色いお(ホ乂)びまじつでち異常ではありません。 

♦ストーブの据え巧けや給が気筒の設置条件でおは多か変化します。 

消乂 ’ __ 

CffliSBEI 


I 運転 1 ボタンを巧して < ださい。 

運お入/の 

クニ^ ♦運振ランプは消灯しまずび、燃焼室がちがするまで燃焼巧’巧流巧送風機は、運處を継続します。 

• 燃焼室びち却すると燃焼巧-巧流巧送風機び白動のに停止し、同時にデジタル表示び温度表示か 
Vv ° ら現在時刻表示にのりかわります。 


轉難髓群麵謙麵體顧調画證謂 

纏麵麵圓 memm 誦 

消义後、再点义するときのま意 


•燃焼かじポタンを}申しで「が J にすると、再点义安を装置の恼きで、ス t ブび冷却されるまでの約2分間はち 
ち义でまません。 

ただし瞬間のな消乂操作(約1砂む內)の場含は、そのまま燃焼か 1® 続されます。 



現在時刻の調節方法 



自麵 pipgpii 麵!醒1葬麵麵 

祐巧略幸展寶染|^轉辨辨祕牌聊ぉ韓熱徐帮捏學3鉛ち熙郑ぉ 



温度/時刻させ I ポタンを巧して、現在時刻を合わせてく 
ださい。 


設定るな室の巧度 

午前かごな。けちせ 



温度/時刻含せ1 ポタンをはなずと時計び動き始めます。 

5秒後にデジタル表示は、ストーブび停止時には現な時刻表示(時計動 
作コ□ン点減)、運転時には温度表示【こちどります。 
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タイマーの使用方法 


■タイ7—時刻をせ 


[表示のボタンを2回巧して（タイマー 
をせ）表示にしてください。 


湿度/時刻をせ I ポタンを巧して、タイマー点义時刻をを 
わせてください。 r 分」は5分ごとに巧をまず。 


お定湿 ft ま內 sg 




■タイ7—運 g 方法 


国!転]ポタンを巧してくださし、。 

(運乾中は、この操作はいりません。） 


おを as まの 

午巧を'叫 


I a 度/時刻合せ1 ボタンをはなしで力、ら5秋をにデジタル表示は、ス 
トー ブび停 化 時には、現を時刻表巧(時計動作コ□ン点滅)、運転時に 
は温度表示にもどります。 

iftgan swag 

[r か s ] •例：午前 6 時 30 分じさわせた場さです。〕 


[タイマー]ボタンを巧して < ださい。 


巧お入/の 



運転ランプ(ホ)ぴ扁なし運お動 
作になります。 



タイマーランプび点な、運おラ 
ンプび消なします。 

デジタル表示(こタイマーな乂時 
刻び表示され、タイマー運転に 
入ります。 




I タイ7—逢転の巧除 


[sg 1ポタンまたは G タイマー I ポタンを押してください。 


a お入/扣 



0わな— 



タイマーランプび消なし、解除されまず。 

• デジタル表示は現在時刻表示じなります。 



タイマー時刻-現を時刻の確巧 



• r 表示の巧1 ポタンを1◎巧すと（時計させ）表示じなり現在時刻を表示します。 

>0^巧切換 >ザタンをもう1◎巧ずと〔タイマーさせ）表示じなりタイマー時刻を表示します。 


おろ様などじよるいたすら操作の防止や、携つで [ lUE ] ボタンを巧しでも点火しないよラにしたいときに使用しでくださ 


停止中に 「チャイルド□ック1 ポタンを3秒む巧に3回巧してください。 

チでイちド チャイルドロックびじ、ツトされ、デジタル表示び E ] となります。 



♦チャイルド□ックのお除は、再度 r チャイルド □ ック1 ボタンを3秒お内に3◎巧しでください。 
〔連続しで巧しつブけると、現巧時刻表示と医で表示を媒り返します。〕 
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モニターサインについて 


スト〜ブにトラブルび発をすると、トラブル巧容びデジタル表示部に記号表示(モニターサイソされます。 

この場含記号表示の内容を、ストーブち側面に巧刷されたモニターサイン^覧表、または11〜12ページ「故障•賽常の見 
分け方と処置ち法」をご覧のラえ、必雲な処置をしでください。 


〈モニタ-サインー黃表〉 


謹綱 if ! 嘘; 


1 

つホも乂ッ S よ 

も渐<^^ 

:; is 

成: 

’ - ご；*，] 

;;山。 •: 

.載违社致 一 おか、? 副 



涅 

3ぶ； 

mi 

Um 

* *m 

: ご >'■ ぶ ； 
，、： * 

お'^站載おぶ巧 

途 


中 

消 


乂 

を/姑ぶが，、''!雨 

薑 

板 

、、曰 

皿 

度 

異 

常 

もがお f を；ホが 

不 


着 



火 

むみぶもおが站 

ボ 

ッ 

h 

ず 

熱 

不 

足 

みぶが閱;;ぶお i 



震 

が 


動 

お: r 枯辦 がぶみ 

ポ 

ジ 


ご曰 
/皿 

度 

お 

T 

ぶたぶ S お;:ぶ 

が 

気 

管抜け 

検满 

1 作 

動 ~1 

f み f . 匙巧第が姐 U 

ポ 

ッ 

h 

異 

常 

過 

熱 

む;ぶ^姑^が.な’ 

ル 

— 

ムサ - 

-モ 

敞 

線 1 

:非巧がで？む?巧 
/'，，;;ィバ; 歎が たた; 

不 



消 



乂 

巧ぶ f が.み站 

疑 


似 

乂 


炎 

み站リ 靴ぶ が1 

( 

消乂時 

間 

が長い 

) 

‘站 W ぶをた:お 

燃 

焼 

用送風機異常樣 

出 

^ ぶお梢?み f み;; 

基 


板 


不 


良 

: ミ^ぶぶをむ;みぶ^ 

ル 

- 

ムサ 

ーモ 

短 

絡 

，: ■み ； :; 

なな i 約;：* む 1%ぃ 

停 

電. 

を全サー 

モ化動 

ぶぶ少がぶ:;;ぶ 

停 

止 

時ポッ f 

異常過熱 

.三:ぶ/^::ぶちおぶ; 

電 

源プラグ差し 

こみ時 


使用上のま意 

本書の「特に';主意しでいたださたいこと（ち全のために必すお守りくださいりの他(こ、巧の項目についてちミ主意しでくだ 
さい。 

♦クリーニング店、美容院などの化尝薬記を使〇ところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでください。 
♦雷び発をしたとき、雷(誘導雷）【こより一時的な過電皮びかかつでち、過電巧荫止装置び機器を保護するしくみになつで 
いまずカタ、大きな雷(直擊雷など)の場含は、雲ろ部斋を損傷する恐れ力ずありますので、電源プラグをコン它ントから抜 
いでください。 


なま全装置 

このストーブには巧のよラな安全装置びついでいます。 

すべでのまき装置は、異常び巧り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


7,.這を劳藏.餐站; 

ぶ盐端娘ぶ拓ぶ巧雇乘が盟 M 

が站が觀がお識がお掛! 

編卿麵顯/ 

麵綱醜顯 

♦強いが震や衝撃を受けた 
とさ 

一 \ •モニターサイン〇表示 
V - 自動的に消火 

♦ストーブの同のに冥萬びないか確誠し、点 
乂操作をしでください。 

(巧震自動消乂装置は作動後白動のにじッ 
卜されます。） 

请踩蒂雜谦 

画麵 

詳轉齡禪辦お 

;よ寧!をみ Vi 巧がもん, 

•点乂云スをしたと含 
•途中失火をしたとさ 
♦炎び異常にルさいとき 

_j • モニターサイン[〇表示 
> または臣当表示 
^ - 白動のに消乂 

•曰萬の点検’手入れ （ 9 〜 11 ページ参照)を 
しでから点乂操イ仁をしでください。 

•なおち異帯のある揚含は、お買い巧めの販 
売店にごホ目談< ださい。 

wm ! 

•厚電したとさ 

•電源プラヴびあけたとき 

J. * 自動のじ肖乂 
) ’逼電後モニターサイン 

1- 表示 

• 再運転ずるときは 1 チャイルド□ック 1 ボタ 
ンを 3 秒が巧に 3 回押しでデジタル表示が 
F ^’-] になつでから再度点火操作をしで 
ください。 

* ； , < i' ii-k S * ご ，< * >、 i ; .f 

も共藥お禱 

维巧游がが如 'i 

體礫靡離 

f 叫 If バ ぶ， パ山 r ぶ: 

•巧流フアン方ードやスト 

1 ーブの前面力ろふさびった 
とを 

1 •ストーブの前面に障害物 

1 などがあるとさ 
•巧流巧送風機び□ックし 
たとぎ 

- 自動のに消乂 

A •ストーブび冷卸された後 
V モニターサイン 
表示 

1 

•原因をおり除き、ス 1 -ーブび十分を却しで 
から 1 チャイルド□ック 1 ボタンを 3 お似の 
じ 3 ◎巧しでデジタル表示び 1--1 にな 

1 つでから再度点义操作をしでください。 

1她置をしでち爆り返し作動するとぎは、飯 
売店に連絡しでください。 

1 




目その他の装置 




Wm 


画 

|| 

三’’こ.'--..-.'.'’-. 'tPif 

麵轉刪 

亦建…’.诚心ザ’。.,"=•一み 

•消义直後、再点乂巧巧し 
たとぎ 

_ 

約 2 分間のち却後でない 
V と巧乂動作に入らない 

f ♦約 2 分経過を、自動のに点乂動巧を巧) 
1 おします。 


» 

:;を:;嫁" 

' = E 

補 

苗 

:苗互明;;;;^攀哨 

レ;義 

;を--拿:誇聖至囊:弯 4—' - , 

就 r - V ぶ端繫 

•が気管の接続がびはすれ 
たとさ 

•が気管巧け模知巧リード 
線びはずれたり、断線し 
たとさ 

A •モニターサイン医 51 表示 
V •ストーブの運転を停止 

• 給が気簡およぴ排気舊の接続部に、はすれ. 

ゆるみびないか確源しでくださし、。 

♦排気皆抜け検が巧リード綻のゆるみまたは、 
はすれ‘巧れがないか確認してくださいク 

1 


•回括数が異萬にほ下した 
とぎ 

A •モニターサイン度到表示 
V •ストーブの運転を停止 

♦異常ほての原因を取り除いでから点义巧巧 
をしでください。 

•なおち異常がある場合は、お爱い巧めの敗 
売ちにご相談ください。 

■ r - 


•巧部配線のショートによ 

0 過電流が流れたとき 

A ‘電流ヒュープびのれ、す 
V ベでの運転を惇止 

1 

1 

♦お興いずめの販売店に修理を依おしでくだ 
さい。 

1 

お 

が 

游夕 

准.。：- 

こ J パ務 

, 

—二 

麵 

•巧流フアン方ードやスト 
ーブの前面びふさがった 
とさ 

•ストーブの前面に隱害物 
などびあるとき 

1 

A •モニターサイン〇表示 
py -有動のにお乂 

•原画を取りおし VC から病义操巧をしでくだ 
さい。 

♦なおち異をびおる環さは、おちいぶめの版 
売店じご相談くださし、。 


回日常の点が•手入れ 


庶お、手入れのとをのま意 


点檢•寺入れは消乂を、ポットノ X — ナびち巧しでから、必ず電源プラグをコンじントから抜いでおこなってください。 



点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周!囲の巧燃觀（使用ごと） 

•因^をスト—ブの周画は、まに•巧巧し、燃え 
やすいちのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（巧巧ごと） 

•ほこりやちれをそのままじしでおきますと、油がしみたりし 
て危陵です。 

ストーブはいつを清潔にしでご使巧ください。 

■油ちれ•巧のたまり•油のにじみ（巧巧ごと） 

• S 台*油タンクに油もれ-巧のたまりや油のにじみがないか、 
とさどぎ点検しでください。 

お巧の際にこぽれたな油は、よくふきとつでください。 



■If ム巧送 '; ffig の点巧 • 交換の白安（シーズンの巧め ) 
•[] ごま意 13 ム « を巧ちは、屋外で®巧しないでくださ 
し、。ちがでの巧用は禁止されでいます。 


•屋内で3ム製送油管を使用しでいるときは、膨お、収据、変 
質、変形、ひび割れがないか確認し、巧点のあるとぎは交換 
しで < ださい。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■ 、莊タンク（シーズンの巧め、适時） 

♦油タンクのはかやごみびたまりやすいちのです。お油のとさ、 
病おしで < ださい。 

巧タンク內の水あき及び掃除は、油タンク巧属の取扱説明ま 
にがつでおこなっでください。 

国お排気筒の接続部のゆるみ及びトップの商囲 く 月に 1 回程度） 

•お排気筒及び、トップの固囲に障害物び富いでないか、とき 
どぎ点検しでください。 

♦給が気筒がつまりまずと、不完全燃おをおこします。シーブ 
ンのめには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入った 
りしでいるときは、必す掃除しでください。 

•給排気筒及び、が気管の接続部びはすれた0、が気管巧け検 
知用リード線びはすれたり、断線しでいないか点検しでくだ 
さい。 












おお商ふた 



7|懒焼リンヴを左へ回しでから、 
フレームロツ ドに当でないよ 
ラにミ主意しで上へ引きあげで 
巧りはずしでください。 

8•点乂ヒータ、点乂ネツトをい 
ためないように、ポツトバー 
ナ巧部のずすをドライバーな 
どでかさ落としでから、巧な 
どでふきとつでください。 

9|組みなでの際、燃焼リンヴは、 
左图のよラに正しく溝実に取 
り巧けでくたさい。 


盞が操お撫鞍礎備麵飽 



■反射板-ガラス円筒の掃餘（適時） 


>[ごミき意]巧厳は、ストーブを消义させ巧分をお)しでか 
ら、おこなつでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

>反射おおよびガラス巧筒にほこりびたまりますと、反射効率 
が悪くなるばかりでなく危険ですので、巧の要領で適時掃除 
をしでほこりを取り除いでください。 


1 .前面ガードをを側の固定ばね 
(2 個)からはすしを側にまわ 
しで < ださい。 

2|巧ラス巧筒を割らないよラに 
を意しで、掃除機などでの部 
のほこりをきれいに掃除しで 
ください。 

3 •やわらかい巧などで、反射板 
および巧ラス巧筒をきれいに 
ふいでください。 

4 •掃除び終わりましたら、ちと 
どおり I こたツトしでください。 



•固定ばね 


.ず*;^** f * •い i ^ ぉ， * い " 巧 S * い ， 


前面ガードのたット 


■ガラス円筒の部の掃除（適時) 


ごま意]巧陈は、ストーブを消义させ巧分おがしでか 


ら、おこなっで<ださい。 

熱いがおでおこなラとやけどのおそれびあります。 

►長期間の使巧や、油だまりによる大燃焼の後には刀ラス巧筒 
がすすけることびあります。 

巧ラス巧筒びすすけで炎び見えじくくなったときは、10ペー 
ジ「ポットバーナの掃除」の頂にしたびい、スケルトンをは 
ずしでガラス円筒を掃除しでくださし、。 


■フレーム□ッド(燃焼制御装置)の点検（適時） 

♦フレーム□ッドの先端にすすがが着したり、フレーム□、ッド 
が変おすると、誤た動の原画になります。 

すずの付着やフレーム□ッドの変おびある場含は、必すお買 
いずめの販売底に点検-交換を依頼しでください。 


お巧巧周 



〇 メスオスエルボ 


ス 


(P40 4種 D) (P40 4を D) 


>給が気筒を一度取0はす 
しで、再びおり付けると 
さ、排気管の接続部巧部 
にはめこんである〇リン 
ヴわす破損しでいないか確 
かめでください。 

讚離！ MM 麵顯戀麵籠' 

■定油面器のストレーナの掃踪（適持） 

• 定ミ由面器には、ごみを除くためのストしーナびついでいます。 
かやごみびたまると、な巧の流れを巧げで、十分な义でび出 
なくなります。 

次のよラに掃除しでください。 

1•殖タンクの送油バルブを閱じ 
でくださし、。 

么ス I -ーブのち側板ふたを止め 
でいるねじ （1 本)をはすし、 

ち側板ふたを取0はすしでく 
ださい。 

定油画器びみえでさます。 

3 -ストレーナの掃係 □( こ荷札な 
どの層紙を差しこんで、迪ガ 
イドを作り、その下に容器を 
置いでストレーナの止めねじ 
をゆるめではすしでください。 
定姓面器の巧れたなミをやごみ 
び全部流れおます。 

4•ストレーナを取り化しで、ぎ 
れいな巧巧の巧ですすぎ洗い 
をしで < ださい。 

(がで洗わないでください。） 


0リンブ(黒を） 


■ポットパーナの掃陈（適時） 



ごま意巧陈は、ストーブを消乂ちせ巧分ち巧しでか 


上面板 


ら、おこなっでください。 

熱いげ態でおこなラとやけどのおそれがあ0ます。 

• ポ、シトノトナにすすがついで炎のおび不揃いになったときや、 
ポットバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着义びおそく 
なったときは、なのよラにしですすをおり除いでください。 

1 •前面ガードをはすします。 

2. 上面板の左ち各2本のねじと、 
後側3本(両端と真ん中)のね 
じをはすし化粧板といっしょ 
に上に引きあげではすします。 

3. 上面板遮熱板の 4 本のねじを 
はすし、上に引きあげではす 
します。 

ん燃焼筒ふた押えの2本のねじ 
をはすし、取りはすします。 

5 •燃焼筒ふたをはすしでくださ 
い。 

6•スクルトンをガラス巧筒じあ 
でないよラにしで、取りはず 
しでくださし、。 
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■点义ヒータ，点义ネット•ノズルの点横（シースンの巧め） 

■な乂ヒータや点乂ネットじすすびなちしますと、ホ、熱び低下 
したり、巧のひろびりび悪くなり、着义不良の原因じなりま 
す。 

♦ ノズルの先端にすすび巧着しますと、異常燃焼になったり、 
着乂不良や消乂時間び長くなる原困になります。 



■巧流ファンガードの巧な （ 1理聞に1巧） 

•対流ファン巧ードにほこり力*たまると、音び大きくなっで温 
風量びみなくなり、暖房出力が低てすると同時に、ストーブ 
的の温度び異講に高くなって、過熱荫止装屢またはまをサー 
ミスタび作動する場さびあります。 

• 1週闆に1度は、巧の寺順にしたびつで巧流ファン方ードの 
巧除をしでください。 


1 •運乾を停止し、巧流 
フアンび止まつでい 
ることを確認しで< 
ださい。 

2•掃炼機などで方ード 
じついたほこりを巧 
〇陈いでくださし、。 



■地»などの災含び発をしたときのなおについで 

•地震などのが害び舞をし、ストーブに振動や衝整が加わった 
とさは、運転前に必すなの点検をおこなってください。 

0給が気簡まわりのはすれ、ちれの確認 
0な戒配管からのちれの確認 

点検で賽常び見つかった場含は、お買いずめの販売店に修理 
をの頼しでください。 



固定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、ストーブの点お力ず必要です。 

2シーズンに]回程度、シースン終3後などに扁検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
ち〔（財）日本石油燃焼機器保巧協含(下巨し 03-3499-2928) でおこなう按術管理講習会修3著(石油機器按術管理おなど) 
のいる巧までお間い含ねせください。 


困故障 • 異ちの見分け方と処置方法 


■なのよラな現象は巧障ではありません。 

♦修理を巧頼される前にちラー度おおかめください。 
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去 t 

1 

1 

|| 

m 

ネリめで使用するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりぴ焼けるためです。 

しばら < おをあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間び 3 分程度必要です。 

(ず熱時間は室温により多少変化します。） 

.す，ミ.霉 i 

う副-《: 

：| 

■im 

J "1- 

…お を. 

燃焼開始時や消火をに r ピチピチ」といラ音び 
する。 

本が内部が熱じより膨張、彼縮するためです。 

点火時にボンと音がする。 

点乂するとき(こ発生する着火音で、異常ではありません。 

:! v.f, 

'占 

辕 

青炎の中に黄をいお(ホ乂)び混じる。 

賽常ではありません。 

1 

1 

g 

1 

給が気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

别気温が低くなると、排気乃ス中に含まれでいる水分が凝結し 
でが蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

な油ぎれの隙、一瞬おび大きくなつで消乂ずる。 

異巧ではありません。 









■使用中に異常がありましたら、巧表により原因を調べで処置をしてください。 

•原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ご相談'窗〇 
じご連絡ください。 ^設定温度表示にモニターサインか患示されます。 
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測滿辟紙: 
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h 總雜瀑養を錄嗦强る; 


彌舊顯が圈赫量銷織齡瓣 






:隸な養煎り賢4綱靴侵深 


* c ： t £ y : 

.をす? * * :け* » 4 ■« 表.3主击 *...*- ふ..も —— 

誦视療巧娜欺巧辕 む 


部品交換のしかた 


■部品交換のとをのを意 

IA ミ主意 I 不完まな修理、調整は辰おでずので、部品の交換、調整び必要の場合には、お買い求めの販売店または、惨理資 
巧者〔(お）曰本 5 巧燃焼機器保守協をでおこなラ技術管 S 講習含修了者(石な機器な術管巧±)など〕のいる販売店にご巧 
談ください。 

巧品巧巧は 3□ナ純正却品 とご指定ください。 


mmtmmmmmm 談おす黎纖杉範》褒贷 《 w 熟擲鹿擲醜熙讓戴ぶ!： 
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、,、 X ^ * i * ^ n \ i n < A i . . . 
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塑保管(長期巧巧用しない場合） 

設置したままで保管する場含や、しまわれるときは、曰常の点検•ま入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントからおいでください。 

•^ Ml ] 設置したままで保管する場ちち必す、電源プラグは巧いでください。 

2•巧タンクのな巧はすべで出しでください。 

•中に水分やごみを残したままにしでおきますと、油タンクカ f 腐食する原因になります。 

3•を油面器の中の巧浦を巧いでください。 

4•巧流ファンガードのほこりを掃陈機などで取り陈いでください。 

5. 前パネルをはずしで、掃除機などでの部のほこりを取り除いでください。 

6. 董装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

.. • - . . . . " v . 
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仕様 


配線図 


麵:麵 誦願鞠 


_ ポットす ‘ 居内用 - な制給が気巧 - 強制巧流お __ 

巧気点火す 
巧が （ JIS1 号な莊） 

0,618 しル I 0,473 L/h 

0.198 L/h _ 

22,890 kJ/h 热巧を 86.00 /〇 f 17,520 kJ/h 熱巧舉 86.0% 

7,330 kJ/h 热巧 ) 率 83.8% 



譯 


Kiilli 

暇！ E ! 

嫌… 

施働:麗 

績議鹏難 

mu 

E fj'ff 

墨 ! iy 

副 

mil 
mm 




iwiii 


5,47 kW 


4,19kW 


_ _l*71kW __ 

86.0% ( 最大乂力のとき） J 86.0% ( 最大义力のとき） 

_83.8% (巧 か乂力のとき） _ 

木這 23.0 が (14 i はで〕ンクトト31加 (19 がまで[城化帅 11 S はで〕ンクリ-卜巧が f り5含)まで 
木造リ.0が1巧)まで ] ンク IJ - 卜 38.0 が (2 巧)まで木這化加 (11 S はで〕ンクリ-卜29.51 if (化もまで 
磊 さ600 mm 、お508 mm _巧巧356 nm ( 适台を含む） 

_ 18.5kg 

100V 50 /60Hz 

_ 琴乂時 340/340W 最大 600 /600W ( な义巧巧に短時巧発を） 

巧 大が巧時 42/42W お ル 燃裤時 24/25W I « 大歷時 34/37W 巧 ル 燃焼時 24/25W 

QU4-4 



薩 igij 讓 

iii » 

iiiii 

i■ii 


ホ 75剛 

___ _260 でむ下 _ 

5A.10A 

巧餐宜動消乂装虽 ’ 点火まを装》 ' 燃焼お ! 鄉装置 ’ 巧ちをを装 e • 遏が巧让装 # 

巧な火安を装 a• 遇巧流防化装ち . が気 g 巧けお知装巧 . 

燃焼巧送風機異巧おお装贾 ‘ 安まサー S スタ 

遮熱板 1 個、搶排気筒たット 1 お、本体固定を具 21 因、 

コム敦送な皆括げパンド 2 個、スリーブ 1 個 


※ 標華適室は、巧团ま人 . 曰本巧ス 5 な機器工業舍の寶定皇巧によりまず。 

巧ア フターサー ビス 


■保 I 圧について 

•このコ□ナ石油ストーブには保誠含びついでいます。 

保証きは、似す「おちいあげ曰•版売店名 J などのお入をお81かめのラえ、販売度からお受け取りください。内容をよくお新みのあと、ホ 
祝に保营しでください。 

参保証期間は、お買いあげいただいた曰から1を間です。 

♦巧のような原因【こよる故障および、事故につきましでは、保なの巧まになりませんのでをおしでください。（詳しくは保証害をお読みくださし、。） 
■変賣灯油や不純な巧など、またな油政外の燃料使用(こよる故障や事な 
■誤つた使巧ちをによるが障や筆が 


■修理を依頼されるとをについて 

•「故障•異常の見かけ方と処這ちを」 （11 ‘12ぺージ）の頂じしたがってお調べく 
ださい。直らないときは、ご使巧を中止し、化す單漏プラグを抜いで力、ら、お費い 
あげの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただぎたい巧客は巧の适〇でず。 

①蟲名②型式の呼び⑤お«いあげ日®か曝のが巧く出来るだけ具化的に） 
•修理に隙しましでは、保班室をご提示ください。保証書の規定にしたがって、販売 
店び修理させでいただぎます。 

•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる塚さには、ご希望により育料 
で修巧させでいただきます。 

•ご不おな点や修理に巧するご相談は、お*いあげの販売店または、この取披説おき 
の裹表紙に記載されでいる r お客様ご巧联お Dj じお問いをわせください。 

•修理料をは、な術料-部品げ-お張料などで«巧されでいます。 
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函据え付け•巧設 

据え付け-移設工事は販売店に依頼する 


おえ巧けや移設工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなねないでください。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例 _ 

据えはけじついでは、火災す巧条例、電気設備に関する技術薑華などを看の薑華びありまず。工事説明書（工事編）の「特に注意 
しでいただきたいこと(をまのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよくごホ目談しでくださし、。 
また、「標準おえ巧け例 j についでは、下図を参照しでください。 


標準据え巧け例 胃 _ . 


ストーブの精え付けは、下國を満足させる位置に取巧けでください。 



•側ち障害物は、兩側にあつでちよいび給排気 
筒と障害物、巧燃物との距離は45011政上とつ 
でください。 

• 前ちにおや建物びある場をは給が気筒先端と 
前ち障害物との距雜は 60 cma 上離し、かつ上 
方および巧側方に気流を阻止ずる障害物がな 
いよラにしでください。 

• 給が気漬下面は地面から 20 cm が上雖すよラに 
しでください。なお積雪地域では、給排気筒 
先錦び雪でふさがるおそれのない高さを確保 
しでください。 



給排気筒を延長ずる場合のミ主意 

お排気筒を延長する場さは、 3 m 3巧びりが下で巧巧け 
られる場所を選定しでください。 

据え付け後の確認 


積雪地区におけるま意 


積雪の多いがちでは、積雪時に給が気筒び雪でふさびれないよラ 
な取巧場所を選定しでください。また、風びよどむよラな場所で 
は、がガスを再度吸いぶんで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据え巧け力 《 終わりましたら、ちラー■度、工事説明書（工事編）の「特に注意しでいただきたいこと（安全のためじ必すお守りく 
ださい)」をお読みじなり、工事説明書（工事編）（こ記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認しでください。 

試運転 


試運転は販売店またはおえ巧け業着とごいつしよじ必すおこなつでください。 


■運起準備 

♦ [^ま意1 電源ブラグをコンたントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 （デジタル表示が F ^ TD ) 

>1 チでイルド□ッろ1 ボタンを3妙喊內に3回がしでください。(デジタル表示が ( ZZE 3) 

• ミをタンクに給ミ由し、送油経路の空気巧きをしでください。 • 送ミを経路やストーブより油ちれか t ないか確認しでくださし、。 
•を油面器リ它ットボタンを t ツトしでください。 •タイマー運転になつでいないことを確認しでください。 


■運乾 


ミ由タンクの慾をバルブを開いでくださし、。_ 

r 運転 1 ボタンを押して「入」にしてください。 

(運乾ランプ点な） 

♦に注^巧めでお使いになるときは、耐お透巧などが巧け 


て煙と與いがでます。ををあけで部屋の巧気をしでください。 


をを入/の 



•約 5 〜 6 分間のず備燃焼が終わると 
本燃焼(こがり力、わりまず。 

•炎の状態は、青い炎の中(こいくらか 
の黄色い炎（ホ火)がまじつでち異萬 
ではありません。 


ルームヴーモによる自動運起びできることを確認して 
ください。 

、 一 -L. — 


■消义のま順 


I 運お I ボタンを巧して「切」にしてくださし、。 

(運起ランプ消巧） 

ま巧入/胡 

燃焼室がぶがすると白動的に 


燃焼用-巧流巧送風機び止ま 


り、デジタル表示部が填を時 
刻表示じなりまず。 

\ 
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の旧巧南を田 1-8-47 

の田巧南を ffll -8- 47 

ちの巧ろき巧 V 8 -己 

京が巿げ屛区け旧段ノ J 11巧の701 

巧戸ホ西区な吉 5-1 32 

彦お市正巧寺町巧お78 

巧巧山巿巧巧巧巧68 


化関東る巧 
さいたま営冀巧 
岳おさ冀巧 
巧巧サービスたンター 
字教客含業巧 
をがきサービスたンター 
太面き冀巧 
か戸爸業所 
つ < ば営楽巧 


H 条巿東巧保 7-7 〒955-8510 TEL (0256)32-21 11(乂げ表) 

巧喷巧ま 8112-58 〒 945-08 17 TE しの 257)23 —5175(げ表） 

長岡巿下みの違ノ浦1069干 940-1 146 TEU 0258)22 —21 2 U 巧表〉 


干901 -2227 TEU 0 如〉 897— 5677(げ動 


〒〇 30-09 が TEL (017) 742-8255(けを) 
〒〇 30-0946 TEU 017)743 -2971(げ表) 
〒〇1 0-0917 TEU 0 1 0)864-5671 (巧表) 
卞01 0-0802 TEL (018)864 —5219(巧ち) 
〒の1 -0073 TEL の17の24 - 5289(巧動 
〒〇 36- B 0&6 下巨しの1 72)2 良一39,0 くげを) 
干 036- 8086 TEU 0172)2 目—477¢)(げ教 

T 020-0823 TEL の1 9)622-4791 (げ教 
T 020-0823 TE しの1 9)604-0281 (げ表) 
T 023-0002 TEL (0197)22-41 巧(げち) 

マ983~00紀了 E しののに 35-31 がく巧表〉 
〒983-0035 TEL の 22)783- 1791(巧巧) 
千 963-8033 TEL の 24)938 -のが(巧動 
〒963-0111 TEL (024)947_46 目4 くげ表) 

〒965-0843 TEL の 242)2 目一3211(けお 
T 990-2423 TeL (023) 目 42- 3巧日(げ表) 
T 990-2423 TEL (023)631 -7361(巧表) 
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